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【手続補正書】
【提出日】平成22年7月13日(2010.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その中枢神経系の刺激を必要とする障害または状態を有するヒトまたは動物患者を処置
するための組成物であって、少なくとも一つの、オルニチンまたはホモアルギニンとのア
ンフェタミンの結合体、その塩、その誘導体またはその組合せを含む組成物。
【請求項２】
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　少なくとも一つのアンフェタミンの結合体が、ｌ－オルニチン－ｄ－アンフェタミンで
ある、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　少なくとも一つのアンフェタミンの結合体が、ｌ－ホモアルギニン－ｄ－アンフェタミ
ンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　組成物が、非経口経路によって投与された場合に、減少したまたは妨げられた薬理活性
を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　アンフェタミンの結合体の塩が、メシラート、塩酸塩、硫酸塩、シュウ酸塩、トリフラ
ート、クエン酸塩、リンゴ酸塩、酒石酸塩、リン酸塩、硝酸塩、安息香酸塩またはそれら
の混合物である、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　組成物が、錠剤、カプセル剤、キャプレット、トローチ、ロゼンジ、経口散剤、溶液、
経口フィルム剤、薄片または懸濁液の形である、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　錠剤、トローチまたはロゼンジが、チュアブルである、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　少なくとも一つのアンフェタミンの結合体、その塩、その誘導体またはその組合せが、
約１ｍｇ～約５００ｍｇの量で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
　少なくとも一つのアンフェタミンの結合体、その塩、その誘導体またはその組合せが、
約５ｍｇ～約２５０ｍｇの量で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　少なくとも一つのアンフェタミンの結合体、その塩、その誘導体またはその組合せが、
約１０ｍｇ～約１００ｍｇの量で存在する、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　少なくとも一つのアンフェタミンの結合体、その塩、その誘導体またはその組合せが、
アンフェタミン単独と比較した場合に、治療的に生物学的同等なＡＵＣを与えるのに十分
な量であるが、Ｃｍａｘスパイクを与えることがない、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
　少なくとも一つのアンフェタミンの結合体、その塩、その誘導体またはその組合せが、
アンフェタミン単独と比較した場合に、治療的に生物学的同等なＡＵＣを与えるのに十分
な量であるが、同等のＣｍａｘを与えることがない、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　アンフェタミンの結合体の塩を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　障害または状態が、注意欠陥多動障害、注意欠陥障害、肥満症、ナルコレプシー、食欲
抑制、うつ病、不安、覚醒状態またはそれらの組合せである、請求項１に記載の組成物。
【請求項１５】
　障害または状態が、注意欠陥多動障害である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　障害または状態が、注意欠陥障害である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１７】
　障害または状態が、肥満症である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１８】
　障害または状態が、食欲抑制である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項１９】
　障害または状態が、うつ病である、請求項１４に記載の組成物。
【請求項２０】
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　障害または状態が、ナルコレプシーである、請求項１４に記載の組成物。
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